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バレーボールにおけるルール改正に伴う戦術の変化についての研究
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１．はじめに のボールに続いて再び触れることが出来る」
このルール改正によりブロッキングがより攻撃的な要素を
持つようになり、高さとパワーを特徴とするチーム（当時は
ソ連や東ドイツなど）に有利なものになった。
その中で東ドイツが新しい戦術として、最強のブロッカー
をセンターに置く「センターブロッカーシステム」を開発し
た。従来は両サイドからの攻撃が主要なものであったためそ
の両サイドに大型のブロッカーを置いていたが下センターに
大型ブロッカーを置くことによってあらゆる位置からの攻撃
に対応できるようになった。
このように大型でブロックカのあるチームが上位を占める
中、そのブロックを打ち破るために日本チームがセッターと
アタッカーとの距離に変化を持たせた｢B、Ｃ、Ｄクイック｣、
そのクイックに絡ませた「移動コンビネーション攻撃｣、また
守備における「フライングレシーブ」といった戦術を開発し
た。
現在全世界で行われている戦術の原型がこの時期に生まれ
たといえる。これらの戦術が出現したことにより、さらに
｢高さ」や「スピード」が要求されるようになった。
近年各競技において競技力の強化を図ると同時に、マスメ
ディアを意識した方策が様々に行われるようになってきた。
その１つに試合時間の短縮などを目的としたルール改正が挙
げられるが、特にバレーボールにおいてはラリーポイントシ
ステムやリベロ制の導入､カラーボールの使用など、他の競
技と比較しても目まぐるしくルール改正が行われている。
特に近年の改正は完全にマスメディアを意識したもので、
各チームの現場レベルではその対応に追われているところが
多い。
そこでかつて全日本女子チームが金メダル、男子チームが
銅メダル（８年後には金メダル）を獲得した東京オリンピッ
ク（1964年）以降のルール改正の歴史を振り返りながら、
何故その時期にルール改正が行われ、またそれによってどの
ように戦術が変化していったのかを考察し、今後考えられる
ルール改正についても予想をしていくことにした。
2．ルール改正の歴史及び戦術の変化
バレーボール（６人制）の歴史の中で戦術面は身体能力の
違いもあり、常に男子の方が先行していたことから、男子を
中心追っていくことにする。
1964年の東京オリンピックにおいてスピードとコンビ
ネーションのバレーボールを展開した日本は、女子（後に東
洋の魔女と''1zばれる）が金メダルを獲得、男子は銅メダルを
獲得したが、この大会から４年に１度（オリンピック期間
中）の総会においてルールの改正が行われるようになった。
その中で戦術の大きな変化をもたらしたと思われるルール
改正をピックアップし、その変化した戦術について考察する
ことにした。
（２）1968年メキシコオリンピック（総会）におけるルール
改正
①「ネットの両端、サイドマーカー外20cmの所にアンテナ
を取り付ける」
②「コート外障害物までの距離は、上空で12.5m、サイドラ
イン外は５ｍ、エンドライン外は８ｍとする」
特に技術や戦術に影響を及ぼすようなルール改正はなく、
審判の判定が容易になったことなどが挙げられる。
（１）1964年東京オリンピック（総会）におけるルール改正 （３）1972年ミュンヘンオリンピック（総会）におけるルー
ル改正
①「ブロッキングの際のオーバーネットは反則ではなくなり、
またブロックに参加したどのプレーヤーも、ブロック後 ①「プレーヤーの片足又は両足が相手コートに触れても、進
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入した片足又は両足の一部が、センターラインに触れる
かあるいは上空にある場合、反則とはならない｡」
リーが続く回数が増えるようになった。日本のリーグ戦（現
Ｖリーグ）においてもこのルール改正後から現在に至るまで
ジャンピングサーブ以外でのサーブ賞受賞者は'１１なくなった。
②のサービスのブロック禁1ｔについては、よりﾘﾘ値の低く、
スピードのあるジャンピングサーブや相手の前衛を狙うサー
ブの出現が増えた。
これらのルール改正についてはゲーム中のラリーがより長
く続くことを|=I的としたものであったこともあり、新しい戦
術の開発に影響を与えるものではなかった。
ただしルール改正とは関係ないが、ロサンゼルスオリン
ピックで優勝したアメリカが「リードブロックシステム」と
｢2人サーブレシーブシステム」という新しい戦術を開発し
た。
「リードブロックシステム」は現在も多少のアレンジはあ
るものの、世界各国で主流な戦術として用いられているもの
で、ブロッカーがそれぞれのゾーンにいて肘を肩より高い位
置に置いて構え、ボールがセットアップされた後にジャンプ
をするというもので、相手アタッカーの動きに迷わされるこ
となく、対応できるという戦術である。
また「２人サーブレシーブシステム」についてはどのロー
テーションにおいても常に同じ２人のプレーヤーがサーブレ
シーブを行うというもので、サーブレシーブが苦手なプレー
ヤーを外して攻撃に専念させて、より返球率を高めるという
戦術であった。ただサーブレシーブを担当する２人のプレー
ヤー（主にレフトプレーヤー）の守備範囲は広くなり、特に
オールラウンドな技術が要求された。
そしてこのシステムによりプレーヤーのポジション別に分
業化が進み、攻撃戦術の中でコンビネーションとしてのバッ
クアタックの１１}現率が高まるようになった。
その後は特に新しい技術や戦術はみられなくなり、バレー
ボールそのものが洗iml1化されていくようになったといえる。
ルール改正についても時ＩＩｌｌ短縮を目的として、第５セット
のみラリーポイントシステムが導入された以外は、1992年
のバルセロナオリンピックでの総会まで大きな改正はみられ
なかった。
ゲームの中断を少なくするための|=Ｉ的で行われ、安全のiim
で多少の危険が予想されたが、特に|川題はなく戦術に影響を
及ぼすこともなかった。
ルール改正とは関連はないが、ポーランドがバックアタッ
クをコンビネーション攻撃に組み入れるという新戦術をⅢい、
モントリオールオリンピックで優勝を飾った。
（４）1976年モントリオールオリンピック（総会）における
ルール改正
①「チームは相手方にボールを返す前、ブロックの際の接触
を除いて３回プレーすることが許される」
②「両サイド・マーカーの外側に接して２本の柔軟なアンテ
ナを、両者の距離が９ｍとなるようにネットを取り付け
る｡」
③「スリーボールシステム」の採用
③のスリーボールシステムは１１寺'''１短縮を目的としたもので、
それは直接時間短縮に結びついた。
また②の両サイドのマーカーについては攻撃の''１１WをIlill限す
るものだったが、さほど戦術に影響を及ぼすものではなかっ
た。
しかし①のブロック後にさらに３回プレーが出来るという
ルール改正については、今までサーブレシーブからでしかみ
られなかったコンビネーション攻撃が、お互いのラリー''１で
もみられるようになった。さらにブロックの'三|的も直接得点
するためのものに力Ⅱえて、相手のスパイクを弱めて味方に有
利なボールを送るための手段としても使われるようになった。
よって速攻や時'''1差攻撃がさらに重要視され、より高度な
コンビネーション攻撃が見られるようになった。
（５）1980年モスクワオリンピック（総会）におけるルール
改正 （７）1994年アテネ世界選手権（総会）におけるルール改正
①「サービスゾーンがこれまでの３，１幅から９ｍ（エンドラ
インの長さいっぱい）に変更される」
②「膝より下部にボールがlMIれると反則であったものが、足
のつま先やかかとでも、身体のどの部分ででもプレーが
できるようになる」
③「チームにおける第１回球目でのダブルコンタクト（ドリ
ブル）の廃11ｺ
ルール改正なし
（６）1984年ロサンゼルスオリンピック（総会）における
ルール改正
①「第１球目のアンダーハンドプレーに対するダブルコンタ
クト（ドリブル）の廃11コ
②「サービスのブロック禁止」
まずこれまでは国際競技規1111は、オリンピックの11;に開催
される総会で改T[されてきたので４年間は変更されることは
なかったが、｜止界選手権の年にM1催される総会においても変
①のアンダーハンドプレーでのドリブル廃1kについてみる
と、改正後スパイクやサーブの決定率の低下がみられ、ラ
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きるプレーヤーであるが、フロントゾーンでのオーバーハン
ドでのトスやサーブ、スパイク（バックアタック含む）をす
ることはできず、レシーブ専門のプレーヤーであった。
主にセンタープレーヤーと交代するチームが多いが、今ま
では大型で攻撃力はあるが後衛でのレシーブが苦手で、ス
ターティングメンバーとしては試合には出場できなかったプ
レーヤーが、リベロプレーヤーと常に交代することで各チー
ムの大型化がより進み、ますます大型チーム有利な状況に
なっていった。
そしてバレーボールのゲームの様相を大きく変えたといえ
るのが③の全セットラリーポイントIIillである。これもメディ
アを強く意識して試合の時間短縮を図り、１試合あたりの試
合時間がある稽唆計算立てられることを目的としたもので、
これによりＴＶ放送などで途'１１で打ち切り（あるいは編集す
ることで試合の結果が途中で分かってしまうなど）というよ
うなことがあまり起こらなくなった。
サイドアウトルｌｌの時は長い試合で３時間以上ということが
あったが、ラリーポイントHillではどんなに長い試合でも２時
llUから211割１M半で終わるようになった。
現場の対応としてはどのプレーにおいても（たとえばサー
ブのミス）点数が入るので、ミスを少なく押さえることと、
早くゲームが終わってしまうのでスタートから力を１１}せるよ
うにしておかないと後半に追いつけなくなってしまうことに
なり、最初からサイドのエースアタッカーで勝負をしてくる
ため、センターのクイックの打数（割合）は減り、より強力
なエースアタッカーを持っているチームが有利になったとい
える。
更されることになり、２年周期でルールの見直しが行われる
ようになった。
①のサービスゾーンについてはあらゆる角度からサーブが
飛んでくるようになったが、同時に③の第１球にＩのドリブル
廃止により打球の弱いサーブはオーバーハンドで処11Mできる
ようになったため、さほどサーブレシーブが乱れることはな
かったが、レフトサイドから打たれる（特にサウスポー）
ジヤンピングサーブについてはかなりの威力を発揮した。
また②の全身どの部分でもプレーが可能になったことにつ
いては、１つの技術として意図的に足を使ったものはみられ
なかったが、偶発的に足に当たったり手では届かないボール
の処1111などに用いられた。このことからレシーブの構えが今
までは少しでも低くなるようにしていたものから、やや高め
に構えるように変化してきた。
また指導の現場においてバレーボールは手で扱うスポーツ
であるので、ボールを足で蹴るという行為はほぼ禁止されて
いた流れがあったが、そういったものがなくなってきたとい
える。
これらのルール改正は、反則の緩和によって少しでもラ
リーが続く目的で行われたが、特にオーバーハンドのドリブ
ル廃1ｔなどは、世界的にみても日本のように身体能力の劣る
チームはミスの少なさで対抗していたが、疋確な形でなくて
もとにかくボールを上げてしまえば反ｌ１ｌｌにはならないという
ことになったので、やはりヨーロッパを中心とした大型チー
ムに有利なものであったといえる。
（８）1998年日本世界選手権（総会）におけるルール改正
①「それぞれのチームは、12人の競技者のリストの'１１から
専ｌ１１１的な守備のためのリベロ・プレーヤーを１人登録す
ることができる｡」
②「使111されるボールについて、国際バレーボール連M1承認
のカラーボールの便１１]と内気圧を緩和する（0.425kg／
cm2から0.325kg／cm2)」
③「全セット25点のラリーポイントシステムで行う。ただ
し第５セットのみ15点で行う」
（９）2000年シドニーオリンピック（総会）におけるルール
改正
①「サービスされたボールがネットに触れ、相手側に入った
場合、そのプレーは続行される」
いわゆるサーブのネットインというもので、ラリーポイン
トIlill採川に伴い少しでもサーブの入る確率を高めようとして
行われたものである。さほど高い確率で出現はしないが、
ネットに当たってｲ'1手コートの真下に入るようなサーブは確
実にポイントになるため、よりスリリングになったといえる。
まず②のカラーボールと内気圧については、メディアを意
識して見た目をよくするためのものであったが、現場レベル
ではメーカーによって色が違うことで初めは戸惑いがあった
ものの、ボールの回転が見やすいなどのメリットもあった。
内気圧については特に男子においてスパイクやサーブ（ジヤ
ンピング）の威力を弱めてラリーが続くことを'二Ｉ的としたが、
あまり効果はなかったといえる。
①のリベロIlill度については、これによってバレーボールの
ポジション別による専門性や分業化がより促進されたものに
なった。
身長が低い選手に対してもチャンスを与える'二Ｉ的で取り入
れられ、正規の選手交代とは関係なくコートに入ることがで
3．結論及び今後の予想
以一|:のように技術や戦術、ゲームの様jlllに大きな影響を及
ぼしたと思われるルール改正について振り返っていったが、
その｢|的については大きく２つに分けることができる。
まずは｣二記のルール改ilその歴史（６）までは、例えばコン
ビネーション攻撃といった攻撃戦術が進みすぎた時に攻守の
バランスを取る'一|的で、iiliiサイドにアンテナを立てて攻撃の
lWiiを狭くしたり、ブロックのオーバーネットを認めたりと
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参考文献いったもので、新しいルールに対してそれに対応する戦術が
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